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看護系大学の新入生が求めるソーシャル・サポートの特徴

Ⅰ．諸言

　看護師は専門職であり、専門職者としての知識、
技術、態度を養うことが求められる。専門職者を育
成する看護基礎教育には、専門科目の履修は必須で
あり、それらの学習は１年次から４年次にかけて段
階的に進められる。日本学生支援機構は、入学から
およそ１年間は、個別の履修計画、流動的な友人関
係、時間の自己管理など、急激に自発性が必要とな
る環境へと大きな変化を経験していること、不本意
入学による挫折感、目的意識の喪失という課題を抱
える学生もいることを指摘し、大学入学から卒業に
至るサイクルにおいて、学年期のニーズに沿った教
育的・成長促進的支援の必要性を述べている１）。看
護大学生においても環境の変化や新たな人間関係の
構築など、一般大学生と同様な課題を抱えていると
考えられる。このような課題を抱えたままの学生生
活は、学習にも影響を及ぼすことが懸念されること
から、新入生が大学の学習へスムーズに移行するた

めに、適切なサポートを行うことが重要になる。そ
のため、新入生の特徴を理解し、看護大学生への効
果的なサポートの在り方を検討することが学生支援
として重要となる。
　学生へのサポートに関する研究では、ソーシャル・
サポートの概念を用いているものがある。ソーシャ
ル・サポートについてHouse２）は、①情緒的：共感
したり、愛情を注いだり、信じてあげたりする、②
道具的：仕事を手伝ったり、お金や物を貸してあげ
たりする、③情報的：問題への対処に必要な情報や
知識を提供する、④評価的：人の行動や業績に最も
ふさわしい評価を与える、という４つの機能をあげ、
それらのうち１つないしそれ以上の要素を含む相互
作用をソーシャル・サポートとして定義した。心理
学領域の多くの研究成果から、サポートと精神的・
身体的健康との間には密接な関係があると明らかに
なっている３）。心理学領域では大学への環境移行時
の適応に関しての研究４）５）や大学新入生を対象と
したストレス及びソーシャル・サポートに関する研
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要　旨
　看護系大学の新入生が求めるソーシャル・サポートについて、サポート源（学内の友人・家族・教員）による特徴と、
社会的スキルとの関連を明らかにすることを目的とした。１年生90名を対象に、「類似性評定に基づくサポート行動のクラ
スター構造」と「社会的スキル尺度」を用いて自記式質問紙調査を実施し、統計的に分析を行った。結果、新入生が求め
るソーシャル・サポートとして、友人には家族に期待するサポート行動と同様の行動を求めていた。また、教員へは【助言・
相談】や【慰め・励まし】といったサポートを期待していたが、社会的スキルの『高度のスキル』や『ストレスを処理す
るスキル』が低い学生は、それらのスキルが高い学生に比べて期待していなかった。教員は新入生の、とりわけ社会的ス
キルの低い学生の特徴を理解して学習に必要な支援をする必要がある、との示唆を得た。
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究６）〜８）がなされている。看護学領域においては、
臨地実習における報告９）〜11）が多く、入学早期の支
援と関連づけた研究は認められない。
　また、大学生活を送る上での影響要因として、対
人関係能力が挙げられる。菊池12）は、対人関係を円
滑に運ぶために役立つスキル（技能）を社会的スキ
ルと定義しているが、社会的スキルはサポートを他
者に求める際の行動に影響を与えることから、新入
生がどのような社会的スキルを身につけているのか
を把握することは、支援を検討する上で重要である
と考えた。
　そこで、本研究では看護系大学に入学した看護学
生が必要とするソーシャル・サポートについて取り
上げ、新入生の社会的スキルとの関連を分析し、実
態を把握することを目的とする。

Ⅱ．研究目的

　本研究は、以下の内容を明らかにすることを目的
とする。
１．新入生が求めるサポートについて、サポート源

（学内の友人、家族、教員）による特徴を明らかに
する
２．新入生の社会的スキルと教員へ求めるサポート
の関連を明らかにする

Ⅲ．研究方法

１．研究対象者
　看護系大学に入学した大学１年生90名

２．調査時期
　2013年７月

３．調査方法
　無記名自記式質問紙を用いて実施した。前期の必
修科目の講義後に調査協力を依頼、回収箱にて回収
した。

４．調査内容
　ソーシャル・サポート（以下、サポート）の測定
には、福岡13）の「類似性評定に基づくサポート行動
のクラスター構造」の分類を用いる。この指標は21
項目で構成され、①助言・相談、②慰め・励まし、
③物質的・金銭的援助、④行動的援助の４側面から

評価できる。本研究においては、サポートの受け手
である新入生を主体とした、周囲から得られると予
想されるサポートについて取り上げ、周囲のサポー
ト的役割（機能）について調査することを目的とし
ている。そのため、サポートの測定には期待される
サポートを測定でき、サポートが機能的に分類され
ていることが必要である。本指標は、期待されるサ
ポートをサポート源別に、Houseの機能的サポート
の分類に準じて測定できることから、本研究にて採
用した。サポート源を学内の友人（以下友人）、家族、
教員とし、それら３者へ期待するサポート内容につ
いて回答を求めた。この指標は、「４：きっとそう
だ」「３：たぶんそうだ」「２：たぶん違う」「１：ぜっ
たい違う」の４段階で評価できる。
　社会的スキル（以下、スキル）の測定には、菊池
12）の「社会的スキル尺度（KiSS-18）」を用いる。こ
の尺度は、若者のための社会的スキルを測定するも
ので、18項目により構成されている。それら18項目
は、①初歩的なスキル、②高度のスキル、③感情処
理のスキル、④攻撃に代わるスキル、⑤ストレスを
処理するスキル、⑥計画のスキルの６つのスキルに
分類されている。この尺度は、「５：いつもそうだ」

「４：たいていそうだ」「３：どちらともいえない」
「２：たいていそうでない」「１：いつもそうでない」
の５段階評価で、α係数＝0.83と高い信頼性を有し、
妥当性に関してもきわめて高い尺度である14）。

５．分析方法
　初めに、友人、家族、教員に期待するサポート内
容の違いをみるため、サポート源毎に因子分析（最
尤法、プロマックス回転）を行い、下位尺度の内
的整合性をCronbachのα係数で評価した。その後、
サポートとスキルの関連をみるため、各尺度の記述
統計、Pearsonの相関係数、相関を認めた内容につ
いてはスキルの得点を平均値で２群に分類し、t検
定を行った。分析を行うにあたり、欠損値にはその
項目の平均値を代入した。統計処理にはSPSSver.19
を使用した。

６．倫理的配慮
　対象者には、研究の目的や方法、参加は自由意思
であり成績とは無関係であること、質問紙の回収を
もって研究協力の承諾とすること、質問紙は無記名
であり、調査結果は統計的に処理されるため個人が
特定されないこと、目的以外には使用しないことに
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ついて、書面および口頭で説明した。なお本研究は、
研究者が所属する大学の研究倫理審査委員会の承認
を得て行った。

Ⅳ．結果

　新入生90名のうち85名より回答があり（回収
率94.4％）、85名を分析対象とした（有効回答率
100％）。学生の平均年齢は18.4歳だった。

１．‌�新入生が友人、家族、教員へ求めるサポートの
特徴

　友人・家族・教員に求めるサポートについて因子
分析を行い、複数の因子に高い負荷量を示す項目を
順次削除した結果、友人は19項目による３因子（表
１）、家族は18項目による３因子（表２）、教員は19
項目による４因子（表３）が抽出された。福岡の分
類は４因子で構成されていたが、友人と家族の結果
では、【助言・相談】【慰め・励まし】の２因子が１
因子で構成されていたため、その因子を【受容・助言】

表１　新入生が友人に求めるソーシャル・サポート　因子分析結果
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表２　新入生が家族に求めるソーシャル・サポート　因子分析結果
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表３　新入生が教員に求めるソーシャル・サポート　因子分析結果
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と命名した。各因子のCronbachのα係数は、友人
0.93〜0.72、家族0.95〜0.84、教員0.95〜0.88であった。
教員へ求めるサポートの因子別平均値は高い順に、

【助言・相談】2.98（SD0.57）、【慰め・励まし】2.44
（SD0.66）、【物質的・金銭的援助】1.72（SD0.73）、【行
動的援助】1.65（SD0.71）だった（表４）。

２．‌�新入生の社会的スキルと教員へ求めるサポート
の関連

　新入生のスキルの合計得点の平均値は60.61
（SD9.74）で、因子別平均値は高い順に『高度のス
キル』3.47（SD0.62）、『ストレスを処理するスキル』
3.42（SD0.62）、『初歩的なスキル』3.38（SD0.85）、『計

画のスキル』3.34（SD0.72）、『攻撃に代わるスキル』
3.33（SD0.59）、『感情処理のスキル』3.26（SD0.67）
であった（表５）。
　サポートとスキルの相関では、【助言・相談】と『高
度のスキル』（r＝0.361、p＜0.01）および『ストレ
スを処理するスキル』（r＝0.262、p＜0.05）に正の
有意な関連がみられた（表６）。さらに、t検定にて『高
度のスキル』低得点群と高得点群の間でサポート【助
言・相談】の平均値と比較した結果、低得点群が高
得点群より有意に低かった（p＜0.01）（図１）。また、

『ストレスを処理するスキル』においても、低得点
群が高得点群より有意に低かった（p＜0.01）（図２）。

表６　ソーシャル・サポートと社会的スキルの相関関係

図１　‌�ソーシャル・サポート別「高度のスキル」‌
高・低群間のt検定

図２　‌�‌�‌�ソーシャル・サポート別「ストレスを処理するスキル」‌
高・低群間のt検定

表４　教員へ求めるソーシャル・サポート　因子別平均値 表５　新入生の社会的スキル　因子別平均値
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考察

１．‌�新入生が友人、家族、教員へ求めるサポートの
特徴

　新入生が友人、家族、教員へ求めるサポート内容
について因子分析を実施した結果、教員へ期待する
サポートの内容の結果は、一般大学生を対象とした
先行研究13）とほぼ一致していた。しかし、友人や家
族へ期待する結果は、教員へ期待するサポート内容
の構造とは異なり、福岡の分類の【助言・相談】【慰
め・励まし】が統合された３因子で構成され、友人
と家族へ期待するサポート内容の構造は近い構造を
示していた。そのため、本学の新入生は友人に対し
ても家族に期待するサポート行動と同様の行動を求
めていると考えられる。サポート授受の視点から捉
えると、家族は安定した結びつきがある関係である
15）。よって、新入生同士においても親交を深め、結
びつきがもてる機会が入学当初においては重要にな
る。一方、教員との関係は家族に求める関係とは異
なっており、【助言・相談】についてのサポートを
多く期待している結果からも、教員は役割に関連し
た結びつきの関係として捉えていると推察できる。
そのため、大学入学当初のオリエンテーションなど
で、“教員の役割を情報提供する”などを行い、大
学生活への適応のサポートが必要になった際に、新
入生が教員の役割を知って学生自身が具体的な行動
をとることができるような支援が必要である。

２．‌�新入生の社会的スキルと教員へ求めるサポート
の関連

　新入生のスキルの合計得点の平均値（60.61）は、
女子大学生の平均値12）（58.35）と比べて高かった。
また、看護学生１年生を対象とした結果では、竹田
16）（56.53）より高かったが、工藤17）（62.20）より低かっ
たことから、本学の新入生の社会的スキルは、平均
的であることが明らかになった。しかし、因子別平
均値では、先行研究結果16）17）と順位が異なっていた。
このことから、集団によって持っている社会的スキ
ルの特徴が異なるため、その集団にあった関わりを
考えるためには、本研究のような調査を行い、特徴
を把握したうえで関わることが必要になる。
　本学の結果では、『高度のスキル』が高く、『感
情処理のスキル』が低かった。『高度のスキル』は、
人に助けを求めたり、指示を与えたり、謝ったりす
るなどに関わるスキルで、問題に直面した時に他者

に働きかけたり、解決に向けた行動がとれるスキル
を有する学生が多い傾向があると解釈できる。一方、
低かった『感情処理のスキル』は、自分の感情に気
づき、その感情を表現したり、おそれを処理するな
どに関わるスキルである。そのため、全体の特徴と
して、自分の感情を表出できず、不安を抱えたまま
大学生活を送っている学生が多い傾向がある、と解
釈できる。よって、新入生が大学生活において困っ
ていることや不安に感じていることを表出できるよ
うな機会を設けるなどの取り組みが求められる。
　新入生は教員に対して【助言・相談】や【慰め・
励まし】といったサポートを期待していた。しかし、
教員へ助言・相談のサポートを多く求めている全体
の傾向にも関わらず、『高度のスキル』や『ストレ
スを処理するスキル』が低い学生は、それらのスキ
ルの高い学生に比べて【助言・相談】を期待してい
ない。期待をしていない背景には、各スキルの低さ
から、援助を求めようとしても、援助して欲しい内
容を上手く表現できなかったり、その時のストレス
に自分が左右されて援助を求める余裕がないこと等
が考えられる。スキルの低い学生ほど、サポートを
得る手段を持ち合わせておらず、結果、教員へもサ
ポートを求める行動をしない可能性がある。よって、
教員は新入生の、とりわけ社会的スキルの低い学生
の特徴を理解して、学習に必要な支援をする必要が
ある。

Ⅵ．結論

１）‌�新入生が友人、家族、教員に求めるサポートでは、
友人と家族は３因子、教員は４因子が抽出され、
友人には家族に期待するサポート行動と同様の
行動を求めていた。

２）‌�教員へは【助言・相談】や【慰め・励まし】といっ
たサポートを期待し、社会的スキルが低い学生
は、それらのスキルが高い学生に比べて期待し
ていなかった。

３）‌�教員は、とりわけ社会的スキルの低い学生の特
徴を理解して学習に必要な支援をする必要があ
る。

Ⅶ．研究の限界と今後の課題

　本研究は、１施設における調査であるため、結果
を一般化することには限界がある。また、新入生に
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対しての１回のみの調査であるため、調査で得られ
た結果を、対象学年に一般化することにも限界があ
る。看護学生は学年が上がるにつれて、看護の専門
的知識の習得や、病院や施設等での臨地実習など、
学ぶ内容も学ぶ場所も多様なものとなる。そのな
かで教員に求めるサポートは、新入生のころとは変
わっている可能性がある。よって、経年的な調査が
必要と考える。
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